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Ⅰ 「目黒区学力調査」の概要 

Ⅱ 「目黒区学力調査」に基づく授業改善プラン 

  ・全体構想 

  ・第１学年～第３学年 
 



Ⅰ 「目黒区学力調査」の概要 

１ 調査の趣旨 

目黒区立小・中学校の児童・生徒に「学力調査」を実施し、児童・生徒の学習状況を組織的・継

続的に調査・分析するとともに、各学校の指導法やカリュキュラムの改善・充実を図り、学力の定

着・向上を目指す。 

なお、本調査は、目黒区立小学校の第２学年～第６学年の児童及び目黒区立中学校の全学年生徒

を対象に実施された。 

 

２ 調査の内容 

(1) 調査の対象学年及び対象生徒数（本校）  

 １ 年 ２ 年 ３ 年 

対象数  １３０人  １１１人  １３５人 

実施数  １３０人  １０９人  １３２人 

受検率  １００％  ９８，２％  ９７，８％ 

 

(2) 調査内容と実施教科 

① 学習指導要領に示された目標の達成状況（観点別学習状況） 

② 生徒の学習に関する意識など 

１年 意識調査、国語、数学、社会、理科 

２年 意識調査、国語、数学、英語、社会、理科 

３年 意識調査、国語、数学、英語、社会、理科 

 

(3) 実施日  

  平成２１年４月１４日（火） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ 目黒区学力調査に基づく授業改善プラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本校の学力向上に向けた視点（学校全体） 

指導方法等の工

夫 

教育課程編成上

の工夫 

校内研修・研究

の工夫 
評価の工夫 

家庭や地域社会

との連携の工夫 

思考と発見を繰

り返す過程にお

いて、生徒自ら

主体的に学習で

きるように工夫

する。 
 

総合的な学習の

時間のまとめど

りや、行事の見

直しを行うこと

により、 

必修教科の時間

数を確保する。 

  

 
 

互いの授業を公

開し、教員相互

で授業の評価を

する。また、区

や都の研修に積

極的に参加をす

る。 
 

より客観性の高

い評価を目指

し、生徒がさら

なる目標をもて

るように工夫す

る。 
 

公開授業や授業

参観、見学会等

を実施すること

により、学校情

報の発信ととも

に家庭・地域か

らの意見を伺う

機会とする。 

 

学 校 教 育 目 標 

自らの課題を追求し、主体的に生きる個性豊かな生徒の育成を 

図る。 

ア 責任感のある生徒を育成する 

イ 思いやりのある生徒を育成する 

ウ 実行力のある生徒を育成する 

教育課程届における指導の重点 

１ 基礎的・基本的な内容を確実に身に付けさせるために、生徒が興味や関心をも

って授業に取り組むよう指導の工夫及び学習内容の一層の精選・明確化を図ると

ともに学習指導員やＡＬＴを積極的に活用していく。 

２ グループ学習や発表活動、スピーチ、討論、漢字・英単語コンテストなど多様
な学習活動を通して、自ら学ぶ意欲を高める。また､コンピュータなどの情報 機
器を効果的に活用することにより学習効果の向上を図る。 

３ 選択教科の内容を充実させる。特に国語、数学、英語については基礎的コース

と発展的コースに分け、生徒の能力に応じて対応する。また、校外での体験学習

も実施できるよう工夫する。 



目黒区立第十中学校 第１学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区学力調査の結果から見られる成果と課題 

国 語 数 学 英 語 社 会 理 科 

話す力・聞く力：

目標値からは良

好といえる。授

業を通して、よ

り一層話すこ

と・聞くことの

能力向上に努め

ていく。 
読む力：目標値か

らは良好といえ

る。 

書く力：書くこと

の基礎を教え、書

く機会を増やし、

日常的に書くこ

とを習慣化させ

ていく。 

目標値を上回り

良好である。数学

的な表現や処理

は高い。数学的な

見方や考え方は

やや課題がみら

れる。定着を図る

為の反復練習が

必要である。ま

た、問題解決型の

課題を多く提示

し、生徒自らが問

題を解決しなが

ら理解を深めて

いく時間を増や

していき、定着を

図る。 

 

 

教科全体におい

ては、目標値を

やや下回ってい

る。 

観察・資料活

用の技能・表現

についての理解

に課題がややみ

られ、特に社会

的な思考・判断

については課題

がみられる。応

用力を高めるこ

とを視点におい

て発問、問題を

増やす。 

「基礎」「応用」

の数値は、目標

値を大きく上回

っている。ただ

し、それぞれの

内容を観点別に

見ると「知識・

理解について

は」良好だが、

「科学的な思

考」と「応用」

においては、改

善の余地がまだ

見られる。 

 

 

 

 

学力向上のためのポイント 

国 語 数 学 英 語 社 会 理 科 

朝の読書活動の

充実や新聞を日

常的に読むこと

を勧めるなど、

広い範囲から情

報を集め、効果

的に活用する能

力を身に付けさ

せる。 

日常的に家庭学

習を行うよう指

導し、身のまわ

りの事象を題材

とすることによ

り、数学的な活

動に対する興味

や関心を高め、

論理的な思考の

経験を積ませて

いく。 

 

英語をできるだ

けたくさん聞く

機会を設定する

ことが「聞くこ

と」の指導には

最重要である。 

そのためには、

ＡＬＴ（外国人

英語指導員）と

のティームティ

ーチングの工夫

を図る。 

 

新聞やテレビ等

の視聴覚教材を

活用する等、身

近な題材を教材

に取り入れるこ

とにより、自ら

主体的に考え、

判断できる授業

展開のくふうを

図る。 

実際に実験をす

る機会をなるべ

く多くもち、イ

メージ化、個別

化した教材を作

成し理解力を高

める。また、理

解する段階に合

わせて自作プリ

ントを作成し、

応用力を身に付

ける 

 

 



 

目黒区立第十中学校 第２学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区学力調査の結果から見られる成果と課題 

国 語 数 学 英 語 社 会 理 科 

昨年度の達成率

と比較し、教科

総合で向上して

いる。特に「基

礎」においては

ほぼ全員が達成

している。書く

力、応用力がや

や弱い。文学的

文章に課題がみ

られる。 

 

昨年度の達成率

と比較し、教科

総合で向上して

いる。昨年度課

題であった「数

学的な見方や、

考え方」も大き

く向上したが、

さらなる向上を

目指すことが課

題である。 

基礎・応用とも、

目標値を大きく

上回り、たいへ

ん良好である。 

 リスニングは

さらに音声指導

を強化し、到達

度を上げること

が課題である。 

昨年度の達成率

と比較し、「応

用」が向上して

いる。しかし、

「社会的事象に

ついての知識・

理解」において

は課題がみられ

る。 

昨年度の達成率

と比較し、「観

察・実験の技

能・表現」にお

いて成果がみら

れる。しかし、 

「応用」と「科

学的な思考」に

関してはまだ改

善の余地が見ら

れる。 

 

 

 

 

 

学力向上のためのポイント 

国 語 数 学 英 語 社 会 理 科 

書く力は、折り

に触れ、書かせ

る作業を取り入

れることで、個

人差に対応して

いく。また、朝

読書を通して文

学的教材への興

味・関心をもた

せたい。 

応用力を高める

ために、読解力

を養う。その為

には、ねらいを

明確にした文章

題を提示し、数

量の取り出し方

や関係の調べ方

を徹底し、数学

的な表現（式・

グラフ・表）の

体験的な活動を

積ませる。 

「理解」の能力

を高めるために

読む力を向上さ

せる。そのため

に、さまざまな

話題の英文を聞

かせ音声に慣れ

させることが重

要である。また、

語彙を増やすと

ともに、音読指

導の充実を図っ

ていく。 

地図や資料集を

活用して知識の

定着を図る。視

聴覚教材や自作

のワークシート

を活用する。さ

らに、小テスト

を実施し、知識

の定着に努め

る。 

自作プリントを

活用することに

より、応用力と

「科学的な思

考」を高める。  

導入段階で生

徒の興味や関心

を高める工夫を

する。家庭学習

についての指導

も工夫する。 

 

 



 

目黒区立第十中学校 第３学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区学力調査の結果から見られる成果と課題 

国 語 数 学 英 語 社 会 理 科 

昨年度の到達度

と比べ「基礎」

「応用」ともに

向上した。観点

別では、「読む

力」「書く力」は

高い達成率であ

る。反面、「話

す・聞く力」に

やや課題がみら

れる。 

昨年度の到達度

と比べ、「数学

的な見方や考え

方」は向上した

が、「数量、図

形などについて

の知識・理解」

に課題がみられ

る。 

昨年度の到達度

と比べ、「言語

文化理解」「表

現」「応用」が

向上した。これ

は、文意を適切

に伝える指導

や、語彙・文型・

文法事項の定着

を図る指導の成

果である。 

昨年度の到達度

と比べ、目標値

はすべて上回っ

ているが、その

幅は下がった。

世界と比べてみ

た日本・近現代

の日本と世界に

課題が見られ

る。 

昨年度の到達度

と比べ、向上し

ており、概ね良

好である。しか

し、「観察・実験

の技能・表現」

についてはさら

なる向上を目指

す。また、応用

力については改

善の余地が見ら

れる。 

 

 

 

 

学力向上のためのポイント 

国 語 数 学 英 語 社 会 理 科 

ｽﾋﾟｰﾁやｸﾞﾙｰﾌﾟ

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを通

して、人前で話

すことに慣れ

る。そして自分

の言葉で自分の

考えをまとめ、

伝える力を身に

つけさせる。ま

た、要点を絞っ

てメモをとるよ

うな時間を多く

設ける。 

ワークシートの

工夫を図り、副

教材で反復練習

を重ねて、数量

や図形の基礎的

な概念や原理・

法則の定着を目

指す。 

反復練習を適宜

行い基礎力のさ

らなる定着を図

る。表現の指導

では、文を正確

に書けることが

重要である。そ

のためには、ALT

を活用するとと

もに、文の構造

を理解させるた

めの文法指導の

充実を図る。 

生徒の興味関心

を高める自作教

材やビデオ等の

視聴覚教材を活

用し、自ら主体

的に考え、判断

できる授業展開

を工夫する。ま

た、新聞から時

事的問題を取り

上げ、社会科へ

の意識を高め

る。 

実際に実験をす

る機会をなるべ

く多くもつ。そ

の際、実験前後

の活動を工夫

し、生徒の意識

を高める。また、

自作のワークシ

ートを活用し、

段階に応じて理

解していけるよ

うに工夫する。 

 


